
公
有
水
面
埋
立
免
許
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
に

９
月
議
会
に
、
２
号
地
の
石
炭
火
力
発
電
所
灰
捨
場

（
４
工
区
）
碧
南
市
港
南
町
二
丁
目
地
先
の
公
有
水

面
埋
立
免
許
を
中
部
電
力
㈱
か
ら
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
に
移
行

し
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼
の
た
め
の
タ
ン
ク
等
の
設
置
を

行
う
議
案
が
可
決
。
日
本
共
産
党
の
み
反
対
。
他
議

員
は
賛
成
し
ま
し
た
。

１
・２
号
基
廃
止
で
34
％
二
酸
化
炭
素
削
減
に

Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
、
ア
ン
モ
ニ
ア

を
石
炭
と
混
焼
し
、
二
酸
化
炭
素
を
20
％
削
減
す
る

計
画
で
す
。
ア
ン
モ
ニ
ア
タ
ン
ク
８
基
は
２
０
３
０

年
ま
で
の
分
で
す
。
２
０
５
０
年
ま
で
に
は
二
酸
化

炭
素
ゼ
ロ
と
言
い
ま
す
が
そ
の
た
め
の
タ
ン
ク
は
あ

り
ま
せ
ん
。
現
在
、
石
炭
火
力
発
電
所
内
で
は
「
脱

硝
用
」
に
、
年
間
１
万
ｔ
の
ア
ン
モ
ニ
ア
を
使
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
、
何
百
倍
以
上
の
ア
ン
モ
ニ
ア
を

扱
う
に
は
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
一
方
、
１
・
２

号
基
は
「
非
効
率
」
と
し
て
国
も
廃
止
を
求
め

て
い
ま
す
。
70
万
㎾
×
２
基
で
１
４
０
万
㎾
を

削
減
す
れ
ば
34
％
の
二
酸
化
炭
素
削
減
と
な
り

ま
す
。
廃
止
こ
そ
最
短
の
温
暖
化
対
策
で
す
。

火
災
・爆
発
・毒
性
リ
ス
ク
経
済
産
業
省
も

経
済
産
業
省
は
２
０
２
２
年
４
月
15
日
「
水
素
・

ア
ン
モ
ニ
ア
発
電
に
関
わ
る
制
度
上
の
課
題
と
今
般

の
改
正
事
項
に
つ
い
て
」
の
文
書
の
中
で
「
水
素
・

ア
ン
モ
ニ
ア
を
取
り
扱
う
場
合
に
は
火
災
・
爆
発
・

毒
性
等
人
的
被
害
の
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
か
ら
設
備

の
安
全
性
に
加
え
て
保
安
管
理
面
で
の
安
全
確
保
が

重
要
」
と
し
て
い
ま
す
。
着
岸
か
ら
長
さ
３
km
の
配

管
で
ア
ン
モ
ニ
ア
原
液
を
通
し
、
タ
ン
ク
に
流
入
後
、

気
化
し
て
発
電
ボ
イ
ラ
ー
に
注
入
す
る
、
す
べ
て
の

過
程
で
の
安
全
基
準
が
確
保
さ
れ
て
い
る
か
と
の
、

日
本
共
産
党
の
指
摘
に
「
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
が
や
っ
て
い
る
」

と
答
え
る
市
長
局
で
し
た
。

灰
捨
て
場
の
水
銀
問
題
。
ア
セ
ス
の
実
施
を

30
年
前
の
石
炭
火
力
発
電
所
誘
致
建
設
に
は
日
本

共
産
党
は
「
水
銀
な
ど
重
金
属
に
よ
る
汚
染
対
策
を
」

と
求
め
、
灰
捨
場
に
厚
い
ゴ
ム
シ
ー

ト
を
敷
い
て
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
タ
ン
ク
工
事
で
は
、
杭
を

何
本
も
打
ち
込
み
ま
す
。
重
金
属

が
露
出
し
て
い
る
の
か
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
共
産
党
は
、

任
意
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実

施
を
求
め
て
い
ま
す
。

海
外
依
存
、
大
量
発
電

は
時
代
に
逆
行

水
素
も
ア
ン
モ
ニ
ア
も
海
外
で

化
石
由
来
の
原
料
で
つ
く
ら
れ
ま

す
。
二
酸
化
炭
素
が
生
成
時
に
発

生
し
ま
す
。
ま
た
コ
ス
ト
高
で
電

気
料
高
騰
と
な
り
ま
す
。
４
１
０

万
Ｋ
Ｗ
の
大
規
模
発
電
を
、
大
き

な
ロ
ス
を
出
し
な
が
ら
送
電
す
る

の
も
時
代
遅
れ
で
す
。
自
民
党
政

府
と
中
部
財
界
が
進
め
る
ア
ン
モ

ニ
ア
混
焼
の
気
候
危
機
対
策
に
は

未
来
が
あ
り
ま
せ
ん
。

地
産
地
消
の
再
エ
ネ
に

日
本
は
、
地
熱
、
洋
上
、
太
陽
光
、
水
力
と
、
世

界
で
も
再
エ
ネ
の
可
能
性
が
高
い
国
で
す
。

雇
用
を
生
み
出
し
、
地
域
活
性
化
に
貢
献
し
ま
す
。

何
よ
り
地
球
に
優
し
い
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
が
今
こ
そ
必
要
で
す
。

メ
ー
テ
レ
６
ch
で
9
月
24
日
（
日
）
放
送
さ
れ
た

「
再
エ
ネ
革
命
！
ニ
ッ
ポ
ン
の
挑
戦
」
で
は
、
最
新

の
再
エ
ネ
状
況
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

洋
上
風
力
「
秋
田
風
作
戦
」

秋
田
県
で
行
な
わ
れ
て
い
る
洋
上
風
力
発
電
で
は

中
小
業
者
が
立
ち
上
げ
た
「
秋
田
風
作
戦
」
を
紹
介
。

２
０
１
２
年
に
地
元
中
小
企
業
で
ウ
エ
ン
テ
イ
ジ
ャ

パ
ン
を
立
ち
上
げ
、
現
在
１
５
０
社
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
１
月
か
ら
は
33
基
を
稼
働
、
13
万
世
帯
分
を

供
給
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
由
利
本
庄
市
で
65
基
60

万
世
帯
を
予
定
。
秋
田
県
内
全
戸
を
上
回
る
と
の
こ

と
で
す
。

太
陽
光
発
電

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
２
０
２
５
年
実
証

薄
く
て
軽
く
て
、
自
在
に
曲
が
る
太
陽
光
電
池
。

ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
は
、
原
料
は
ほ
と
ん
ど
国
内
で
確

保
で
き
ま
す
。
積
水
化
学
工
業
で
２
０
２
５
年
に
は

国
産
と
し
て
製
品
化
が
始
ま
り
ま
す
。

蓄
電
池
を
低
コ
ス
ト
で
２
０
２
５
年

「
パ
ワ
ー
エ
ッ
ク
ス
」
は
蓄
電
池
の
向
上
を
進
め
、

電
気
自
動
車
の
充
電
、
洋
上
風
力
発
電
の
電
気
を
運

ぶ
大
型
船
を
計
画
。
２
０
２
５
年
完
成
し
ま
す
。
ど

こ
で
も
、
地
元
の
町
お
こ
し
や
地
産
地
消
と
国
産
が
、

貫
か
れ
て
い
ま
す
。
外
国
頼
み
で
、
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
や
大

企
業
の
参
画
す
る
巨
大
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼
は
、
こ
う

し
た
流
れ
に
逆
行
す
る
も
の
で
す
。
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深
刻
!!
日
本
の
後
ろ
向
き
姿
勢

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
で
「
気
候
野
心
サ
ミ
ッ
ト
」

が

20
日
開
か
れ
ま
し
た
。
気
候
危
機
打
開
の
取
り
組
み
を

加
速
さ
せ
る
目
的
で
グ
テ
レ
ス
国
連
事
務
総
長
が
主
催
し

ま
し
た
。
気
候
変
動
対
策
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
政
府
や
自

治
体
、
企
業
、
市
民
社
会
の
代
表
ら
約

40
人
が
発
言
者
と

し
て
招
か
れ
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
お
断
り
!
岸
田
総
理

一
方
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
が
多
い
ア
メ
リ
カ
、
中

国
、
イ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、
日
本
の
政
府
ト
ッ
プ
は
不
参
加

で
し
た
。
日
本
政
府
は
、
岸
田
文
雄
首
相
が
出
席
し
て
ス

ピ
ー
チ
す
る
準
備
を
し
て
い
た
も
の
の
、
国
連
側
が
断
っ

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
気
候
変
動
対
策
に
後
ろ
向
き

の
日
本
に
対
す
る
国
際
的
な
厳
し
い
視
線
が
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。

人
類
は
地
獄
の
門
開
け
た

気
候
野
心
サ
ミ
ッ
ト
は
、
山
火
事
や
熱
波
、
豪
雨
や
洪

水
の
頻
発
な
ど
気
候
変
動
の
影
響
が
も
た
ら
す
厳
し
い
現

実
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
グ
テ
レ
ス
氏
は
冒
頭
の
演

説
で
「
人
類
は
地
獄
の
門
を
開
け
て
し
ま
っ
た
」
と
強
い

言
葉
で
警
告
し
ま
し
た
。
各
国
政
府
を
は
じ
め
企
業
な
ど

が
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み
を
一
層
強
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
す
。
野
心
サ
ミ
ッ
ト
で
は
島
し
ょ

国
な
ど
か
ら
「
も
う
余
分
な
時
間
は
残
っ
て
い
な
い
」
「
化

石
燃
料
ほ
ど
大
き
な
脅
威
は
な
い
」
な
ど
危
機
感
に
満
ち

た
発
言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

あ
と

０
．
４
℃

国
連
の
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
）
は
今
年
３
月
、
世
界
の
平
均
気
温
は
産
業
革
命
前
か

ら
１
・
１
度
上
昇
し
て
い
る
と
す
る
「
第
６
次
統
合
報
告

書
」
を
公
表
し
ま
し
た
。
上
昇
を

1・
5
度
ま
で
に
抑
え
る

に
は
、
現
状
の
取
り
組
み
の
ま
ま
で
は
達
成
が
困
難
で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

先
進
国
２
０
４
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
ゼ
ロ
に

グ
テ
レ
ス
氏
は
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
同
報
告
書
を
受
け
て
３
月
、

先
進
国
は
２
０
４
０
年
ま
で
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
、

新
興
国
は

50
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
実
質
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

石
炭
火
力
発
電
ゼ
ロ
に

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
加
盟
国
に
は
３
０
年

ま
で
に
、
新
た
な
石
炭
火
力
発
電
を
停
止
し
、
段
階
的
に

廃
止
す
る
こ
と
も
提
起
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
多
く
の
先
進
国
に
と
っ
て
目
標
の
大
幅
前
倒

し
で
す
。
日
本
に
と
っ
て
は
実
質
ゼ
ロ
を

10
年
早
め
る
こ

と
で
す
。
石
炭
火
力
の
活
用
に
固
執
す
る
岸
田
政
権
は
グ

テ
レ
ス
氏
の
提
案
と
相
い
れ
な
い
政
策
を
と
っ
て
い
ま
す
。

化
石
燃
料
利
権
へ
の
「
む
き
出
し
の
強
欲
」
が
原
因

今
回
の
野
心
サ
ミ
ッ
ト
は
気
候
危
機
対
策
の
「
先
行
者

と
実
行
者
」
か
ら
の
ス
ピ
ー
チ
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
趣
旨
で

し
た
。
同
サ
ミ
ッ
ト
で
発
言
を
許
さ
れ
る
基
準
は
、
３
月

の
グ
テ
レ
ス
氏
の
呼
び
か
け
に
積
極
的
に
応
じ
て
い
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
地
球
的
課
題
に
真
剣
に
向
き
合

わ
ず
、
世
界
の
水
準
か
ら
も
立
ち
遅
れ
て
い
る
日
本
政
府

の
姿
勢
が
改
め
て
問
わ
れ
ま
す
。

Ｇ
７
議
長
国
、
日
本
は
恥
ず
か
し
く
な
い
の
か

日
本
は
今
年
、
主
要
７
カ
国
（
Ｇ
７
）
首
脳
会
議
の
議

長
国
で
す
。
５
月
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
首
脳
声
明
で

は
、
日
本
の
抵
抗
で
石
炭
火
力
発
電
の
段
階
的
廃
止
時
期

が
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
議
長
国

と
し
て
の
資
格
が
あ
る
の
か
と
の
批
判
が
相
次
い
で
い
ま

す
。削

減
目
標
を
引
き
上
げ
よ

今
年

11
～

12
月
に
は
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）

で
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第

28
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ

28
）
が
開
か
れ
ま
す
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ

28
の
焦
点
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
な
ど

の
た
め
に
各
国
が
実
効
性
あ
る
措
置
の
推
進
で
合
意
す
る

か
ど
う
か
で
す
。
野
心
サ
ミ
ッ
ト
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ

28
成
功
に
向

け
て
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
場
で
し
た
。
日
本
な
ど
主
要

国
は
排
出
削
減
目
標
の
大
幅
引
き
上
げ
を
決
断
す
べ
き
で

す
。
人
類
の
未
来
に
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

10
月
19
日
（木
曜
日
）
午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）
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日本共産党碧南市会議員団の

ホームページをご覧ください。

ニューヨーク国連 気候野心サミット

沸騰 地球 化石燃料やめて

高浜ボートピア
（場外舟券売場）

から1500万円
2022年度決算では、高浜ボートピアの

協力金として碧南市に１４８３万２６４

２円が支給されました。これだけあれば

くるくるバス1台買えます。５台のくる

くるバスにして、全バス停に１時間ごと

にバスが来るよう

に。ボートピア前

を経由して久沓町

に行くバスに拡充

してください。


